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 1 月２９日，中能登町教育委員会の梅澤課長が，大谷選手からのグ

ローブを鹿島小学校に届けてくださいました。右利き用大小と左利き

用の３つです。待ちに待ったグローブに鹿島っ子は，大喜び！早速昼

休みに１階多目的スペースで，お披露目の会を開きました。はじめて

グローブに触れる子ども達もたくさんいました。「軽い！」「うれし

い！」「思ったより固い感じ。」「どうやってはめるの？」等の声が聞か

れました。学童野球少年たちは，グローブをはめて，エアーキャッチ

ボール。さすが，スローイング姿が様になっていました。今後，ルー

ルを決めて，大切に使っていきたいものです。大谷選手からの「野球

しようぜ！」のメッセージも掲示してあります。２月５・６日の授業

参観日には親子で記念撮影する様子もたくさん見られました。 

 30 日からは，３つのグローブが各教室を巡り

ます。一人一人の鹿島っ子が，グローブに触れ，

「世界の大谷」を実感します。夢を実現するため

に努力を惜しまない大谷選手の素晴らしさやグロ

ーブを通して子ども達に夢を与え，勇気づけるた

めのシンボルになってほしいという大谷選手の願

いが伝わること祈っています。 

２月 7 日の全校集会で，『Zero』という絵本を紹介しました。 

からっぽの数字，みんなに数えてもらえない数字「０」が，他の数

字の仲間たちの力を借りて，自分のいいところを見つけるおはなし

です。数字「０」は，自分がいるから，他の数字といっしょに大き

な数になれること，そして，自分の数字の意味に気付くことができ

ました。 

 鹿島っ子一人ひとりが，自分のよさや友達のよさを大切にして， 

3 学期の一日一日を大切に過ごしたいものです。 

 



 

 

 

 

 

 

2 月 1 日，校内なわとび大会が行われました。

1 限目は高学年，2 限目は低学年，3 限目は中学

年でした。12月から，長休みや体育の時間にクラ

スのみんなで心を一つにして,担任の先生も一緒に

記録に挑戦する姿がとっても立派でした。大会当

日は，鹿島っ子の「がんばるぞ」という強く熱い

気持ちが伝わってきました。どの学年も跳んでい

る時の真剣な目がとってもかっこよかったです。

縄跳びは，練習すればするほど，努力の結果があ

らわれます。目標を持って挑戦することはとても

大切なことです。なわとび大会では，鹿島っ子が

目標を持って，がんばる努力をしてきたからこ

そ，よい結果を残すことができました。 

 

 

 ２月８日の朝の会で，6 年生が，家庭科の時間に学習したことをもとに考えたリクエスト給食の献立紹介

がありました。１６種類のメニューはそれぞれコンセプトがあり，どれも栄養バランスバッチリで，とても

美味しそうでした。その後，鹿島っ子はタブレットでアンケートに回答しました。どのメニューが，給食に

登場決定！となるでしょう。結果が楽しみですね。1 位のメニューは，3月の給食に登場予定です。 

2 月７日，5 年生のリードのもと似顔絵会

が行われました。似顔絵会は，１～５年生が

縦割り班に別れて，お世話になった6年生の

似顔絵を描く会です。5 年生が親切に分かり

やすく描き方をアドバイスしてくれたおかげ

で，鹿島っ子は 6年生の顔や写真，5年生が

描いた見本の似顔絵を見ながら，真剣に描く

ことが出来ました。見つめられるモデルの 6

年生は，下級生の感謝の気持ちを感じるひと

ときでした。 

 

 


